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76．地下鉄・バスでの出来事篇：シニアの様々な姿も多種多様 

（1）地下鉄で、おばあさんかな？妙齢の方がエレベータのドアが開いても乗らず、ドアが閉まり上

昇、又呼び出し釦を、来ても同様に乗らず！何をしているのかと反対車線から見ていた。 

   別の日に、そのエレベータで釦を押して、エレベータが開いたら、びっくり！目の前に鏡があっ

た・・エレベータに鏡（姿見）があるとは、つゆ知らず。実は地下鉄等公共機関では例えば車

椅子の方がエレベータに乗って降りる際にはバックで降り、後ろの状況を見る為のようだ。他

のエレベータを利用時、つい確認。ビルによっては鏡の設置がない場所もある模様。 

（2）90 歳前後かなおじいさんがバスに乗車したが、急に財布、カード入れから多くのカードを出し、

「敬老パス」を探そうとしたが、見つけられず、もたもたしていると、見かねた運ちゃん指でこれ

と示し、無事乗車。後ろを見ると、乗るのを待つ方々の行列でびっくり・・多種多様なカードで

高齢者にとっては選択が困難      。 

（3）自分のことも：急に朝早く地下鉄に乗ることになり、プラットホームに着くと、地下鉄が止まって

いたので、ラッキーと思い、飛び乗ると、何か視線が気になった。始発～9：00 迄は「女性専用

車」でそれに乗車・・・結構、通勤帯ゆえ乗車客が多く、車両間移動はやめて、次の駅で飛び

降りて他車輌に飛び移る。サラリーマン時代は間違えなかったが、もう忘れていた・・・。 

多：多くの人が各々の物の見方、考えを持っている千差万別 

種：種々の異なる現象があるから、新たな発見につながる日進月歩 

多：多くの選択肢があることはとても良いが、多岐亡羊にはご用心！！ 

様：様子を見て状況判断する余裕も必要        

 

      年齢と共にその環境も変化、ちょっとした社会ルールを忘れる傾向あり自己中心       

私も「女性専用車」の事をすっかり忘れていた。もうサラーリーマンをリタイヤーして 

8年も過ぎていたとハットした瞬間だった。まさに光陰如箭（矢）！！ 
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